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大阪市立港南中学校 平成 31 年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【子どもが安心して成長できる安全な社会の実現】 

全市共通目標（小・中学校） 

○平成３１年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消した割合を９５％以上

にする。 

○平成３１年度末の校内調査において、「学校のきまり・規則を守っていますか」の項目について、「当

てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」と答える生徒の割合を９０％以上にする。 

○平成３１年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害生徒を前年度より減少させる。 

○平成３１年度末の校内調査において、新たに不登校になる生徒の割合を前年度より減少させる。 

学校の年度目標 

○全国学力・学習状況調査における「学校のきまり・規則を守っていますか」の項目について、「当て

はまる（どちらかといえば当てはまる）」と答える生徒の割合を平成２９年度からの４年間で９０％以

上にする。 

○平成３２年度末、学校で認知したいじめについて、解消に向けての対応を１００％にする。 

○不登校生の数を平成３２年度末の校内調査において、各学年内で平成２９年度より減少させる。 

○平成３２年度末には、老朽化した施設の数を平成２９年度より減少させる。 

○全国学力・学習状況調査における「将来の夢や目標を持っていますか」の項目について、「当てはま

る（どちらかといえば当てはまる）」と答える生徒の割合を平成２９年度より向上させる。 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【施策２ 道徳心・社会性の育成】 

 職業講話（１年）、職場体験学習（２年）を実施し、生徒の職業及び進路に対する

意識を高めるとともに、将来の自分と向き合えるような取り組みにする。 

＜キャリア教育推進委員会＞   

 

指標 取組終了後、チェックカードを使い、振り返りを行う。 

取組内容②【施策１ 安全で安心できる学校、教育環境の実現】 

 全教職員が「なぜルールを守らなければいけないか」を説明し、規範意識の向上

を目指す。また、学級新聞や学年だよりを数多く発行し、規範意識を高めていく。

特に時間を守ることを大切にし、遅刻数を減らしていく。   ＜生活指導部＞          
 

指標 生活指導調査等で「きまりを守る」を９０％以上にする。また、毎月の各学

年遅刻者数を１桁にする。 

取組内容③【施策２ 道徳心・社会性の育成】 

 道徳教育を通じて「互いに違いを認め合い、相手を思いやる気持ち」「今の自分、

未来の自分を大切にする気持ち」を育成し、いじめ・差別をゆるさない学校を目指

す。教科書を活用し年間 35 時間の授業を行う。校内研修会等で授業力の向上を図る。               

＜人権教育委員会＞  

 

指標 いじめアンケート年３回実施。また、道徳の授業記録を収集する。 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



  

取組内容④【施策１ 安全で安心できる学校、教育環境の実現】 

 家庭訪問を繰り返し家庭との連携を密にすると共に、教職員、区、スクールカウ

ンセラーやこども相談センターなどの関係諸機関を利用し不登校の減少を目指す。 

＜いじめ・不登校対策委員会＞ 

 

指標 各学期に不登校調査を行い、各学期減少させる。スクーニング会議の実施。 

取組内容⑤【施策８ 施策を実現するための仕組みの推進】 

 ＩＣＴ関連（プロジェクター設置工事）。運動場の水はけの改善。視聴覚室・会議

室の仕様改善を図る。                   ＜庶務・健康教育部、学校協議委員会＞  

指標 ＩＣＴ関連（各教室へのプロジェクター設置工事）、 

グランドの側溝の泥上げ・グランド整地改善 

取組内容⑥【施策１  安全で安心できる学校、教育環境の実現】 

「警備及び防災の計画」「安全対策マニュアル」に基づき、災害時に備えた訓練を実

施する。防災・減災に関する取組を関係機関と連携し実施する。  

指標 火災想定（年１回）地震想定（年１回）の避難訓練。 

   １、２年生の地域・関係機関等の連携による防災訓練の実施。 ＜管理職＞ 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

次年度への改善点 

 

 


